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はじめに―問題の所在―

　大阪市生野区は，大阪市の東南部に位置する

人口１４１,２９５人（平成１３年１０月１日現在）の行政

区である。「戦前の長屋造りの住宅が多く残っ
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大阪市生野区における福祉ネットワークの形成
―在日コリアン高齢者の社会保障と生活支援―

魁生　由美子＊

　本論は，在日コリアン高齢者の生活問題の制度的背景と問題の現状を明らかにし，地域と民族性を

基盤として活動を展開し始めた福祉ネットワークを概観する。在日コリアンは戦前戦後をとおして，

日本経済の土台づくりに大きな役割を果たしてきたが，一方で社会保障，とりわけ年金保険の分野に

おいて取り残されてきた。はじめに，社会保障の不備がとりわけ深刻な在日コリアン高齢者の無年金

問題にかかわる制度的背景を整理し，問題の所在を明らかにする。次に，生活基盤としての地域に着

目し，社会参加者としての在日コリアンが，行政および地域における人々とどのような関係を築き上

げてきたのかを考察したい。第二に，介護スタッフや介護経験のある当事者の経験談をとおして，在

日コリアンの高齢者に固有の生活習慣ないし生活問題について明らかにする。さらに，在日コリアン

高齢者の生活支援を適切に行うにあたっての留意点を指摘したい。これらを踏まえて，従来の医療，

福祉分野における在日コリアンに対する理解と対応について問題点を指摘する。１９９０年代以降，在日

コリアン二世，三世を中心に，在日コリアン高齢者を対象とした福祉実践が活発に展開されてきた

が，そのような自主的な活動が始められねばならなかった背景を明らかにするとともに，在日コリア

ン高齢者の生き生きとした生活のために必要な社会的整備について考察する。本論では，在日コリア

ンの生活問題を凝縮した地域として大阪市生野区に焦点を当てて論考を進める。
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ており，『路地裏』と呼ばれる車が通れない狭

い通り」も多く，関西の下町風情を色濃く残し

た地域である。「全体の３２.５％（平成７年国勢

調査）が長屋建て住宅」であり，「銭湯は７６ヶ

所（平成１２年生野区まちづくりレポート）もあ

り，人口１,０００人あたりの銭湯数は，全市の０.２５

ヶ所に比べ，０.５１ヶ所でともに市内１位」１）を

誇るこの行政区は，人々から「猪飼野」と呼ば

れることの多い地域を含んでいる。

　「ろおじ」の「お」の部分に抑揚をつけて呼称

される細い路地裏を歩けば，走り回る子どもた

ちや，家の前にいすを出して日光浴をしている

お年寄りをふつうに見かけることができるはず

である。公園に行けば，碁や将棋に興じるお年

寄りに出会える。「ろおじ」や公園でゆったり

時間を過ごしているお年寄りが，在日コリアン

のハラボジやハルモニである場合も多い。とい

うのも，大阪市生野区は，約１４万人住民の約４

分の１に相当する３３,７１７人の在日韓国・朝鮮人

住民（平成１５年外国人登録者数）が生活する，

在日コリアンの街だからである２）。韓国・朝鮮

由来の食材や日常雑貨，服飾品等を商ってきた

通称朝鮮市場は，いまやコリアタウンとして整

備され，ふだんの買い物客と観光客で活況を呈

している。

　ところで，日本全体の統計によると，２０００年

１０月現在，老齢人口の割合は１７.３％に達し，日

本は本格的な高齢社会の段階にある。同時点に

おける大阪市生野区の老齢人口の割合は２０.２％

であった。これに対して，特殊な歴史的経緯を

経て大阪市生野区に定住することになった在日

コリアンについてみれば，日本社会全体の高齢

化とは異なった動態を示しつつ高齢化が進んで

いる。「大阪には（引用者注：外国人登録を行

っている在日コリアンのうち）訳１０％弱の『在

日』高齢者が居住している」３）と推計されてい

る。また，日本全体を見た最近の分析では，

「６２万５千人の韓国・朝鮮国籍者のうち１３％，

約８１,０００人が６５歳以上の高齢者」であると指摘

されている４）。日本社会は今，異なった文化的

背景を持つ多数の人々が定住先の地域で高齢化

していくという未曾有の状況を経験していると

いえる。

　複数の民族と多様な文化の堆積と化合によっ

て日本社会は形成されてきたが，近代以降，強

大な軍事力と政治経済的力を背景にして，異な

った言語と生活習慣を持つ人々を大量に受け入

れてきた。戦前戦後を通じて，日本が経済的基

盤を整えていく土台として，現在定住するにい

たった在日コリアンを含む韓国・朝鮮出身者も

大きな役割を果たしてきた。彼らの安価な労働

力を礎として，日本は「成熟社会」とまでいわ

れるほどの経済的な蓄積を成し遂げた。このよ

うな歴史経済的な経緯を背負う日本社会は，自

らの来し方をどのように理解し，何を問題とし

て捉え，実際どのような政策を行っているので

あろうか。日本社会は社会を構成する成員にど

のような生き方を可能にする社会なのであろう

か。現代日本社会の特質を読み解く糸口とし

て，日本経済の土台として働いた在日コリアン

を日本社会はどのように処遇しているのかとい

う具体的な問題を設定し，考察を試みたい。

　はじめに，本論の柱となる大きな問題を二つ

指摘しておきたい。

　第１点は，法的地位によって公的年金制度か

ら除外されてきた在日コリアン高齢者の無年金

問題である。これは在日コリアン高齢者の生活

問題を構成するもっとも大きな制度的問題であ

る。戦後日本社会の社会保障制度において，在

日コリアンを最も大きな母数とする在日外国人
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は，高齢期の生活保障の仕組みからどのように

排除されてきたのであろうか。

　第２点は，日本の社会福祉サービスが対象と

してきた日本人とは異なる，在日コリアンの生

活習慣を尊重した生活支援に関する問題であ

る。在日コリアン高齢者に適切な生活支援を行

うためには，在日コリアン高齢者が抱える生活

問題の特徴ないし傾向を具体的に明らかにしな

ければならない。これらを踏まえた上で，従来

の福祉および医療の分野において在日コリアン

がどのように位置づけられてきたか，また実際

の対応がどのようなものであったのか，そし

て，現在，在日コリアン高齢者に対する生活支

援はどのような水準で実践されているのか，実

践的取り組みを紹介しながら検証したい。

　本論は，大阪市生野区を主たる対象として，

在日コリアン高齢者の抱える生活問題の制度的

背景および問題の現状を明らかにし，地域と民

族性を基盤とした福祉ネットワークの活動と展

開を概観する。

Ⅰ．在日コリアン高齢者の社会保障

１．国民皆年金

　１９５９年４月，国民年金法が制定され，１９６１年

４月から実施された。ここで「国民皆年金」が

達成されたといわれている。これ以前，一定の

条件を満たす被用者を対象とした厚生年金保険

や，公務員等を対象とした共済組合に加入でき

なかった自営業者や農林水産業従事者が，この

国民年金保険の実施によって年金保険の対象と

して組み入れられ，すべての国民が何らかの年

金保険に加入することができる年金制度が整備

された。

　国民年金法は，加入者の保険料の拠出にもと

づき，老齢基礎年金，障害基礎年金，遺族基礎

年金を給付することとした。国民年金保険によ

って，ひとまず「国民生活の安定」が制度的に

確保されたのである。

　この一連の年金政策の対象と具体的な保障内

容をみておきたい。１９５８年，社会保障制度審議

会が無拠出制年金（＝福祉年金）の制度につい

て答申を出しており，１９５９年１１月から全額国庫

負担によって福祉年金の支給を開始してい

る５）。このうち老齢福祉年金についてみると，

１９１１年４月１日以前に生まれた人の７０歳以上を

対象として，所得制限つきで月額１,０００円が支

給された。１９６１年４月からは２０歳以上を対象と

して拠出制国民年金の保険料徴収が開始し，

「国民皆年金」制度がスタートしたとされるが，

福祉年金は，この拠出制年金を補完する性格を

もつものであったといえる６）。

２．在日外国人と年金保険

　　―国籍条項撤廃以前―

　１９９１年から「在日」の集住地区である大阪市

生野区および東成区の調査を開始して以来，在

日コリアン高齢者の生活問題研究に取り組んで

いる中山徹によると，在日コリアンの高齢者の

うち「無年金者」は「約７割」に及ぶという７）。

なぜ，これほどまでに多くの在日コリアンが

「無年金」で高齢期を迎える事態になったので

あろうか。

　田中宏による「社会保障立法にみる外国人処

遇の推移」（図表―１）は，日本の社会保障政策

が在日外国人を排除してきたことを端的に示し

ている。第二次世界大戦以前からの制度である

厚生年金および共済組合については，在日外国

人も加入することができたが，厚生年金等を完

備するような企業に働く機会に恵まれた韓国・
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朝鮮出身者は，実態としてごく少数であった８）。

ここでは論点である国民年金法に焦点をあてて

在日外国人の取り扱いについて詳しく見ておき

たい。

　国民年金法第７条�は，国民年金の被保険者

を「日本国内に住所を有する２０歳以上６０歳未満

の日本国民」と定めている。１９８１年１２月３１日ま

で，この加入要件における国籍条項は存続し

た。その後，１９８２年１月１日よりこの国籍条項

が削除され外国人も国民年金へ強制加入するこ

ととなった。しかし，強制加入以降も，次の場

合，在日外国人は実質的に国民年金からは除外
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図表１　社会保障立法にみる外国人処遇の推移
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出典）田中宏『在日外国人―法の壁，心の溝』岩波新書，１９９５年，p.１６１なお，１９９７年
１２月に公布された介護保険法（２０００年実施）においては，国籍条項はなし。



されることとなった９）。

�１９８２年１月１日時点，６０歳以上，つまり

１９２６年４月１日以前の出生者である場合，

「２０歳以上６０歳未満」という年齢要件を満

たさないので加入することができなかっ

た。

�１９８２年１月１日時点，３５歳以上６０歳未満，

つまり１９２６年４月２日から１９４７年４月１日

の出生者である場合，老齢年金の受給のた

めの資格期間である２５年を満たさないので

保険料を納めても老齢年金の受給資格が発

生しない。

�１９８２年１月１日時点，２０歳以上の障害者で

あった場合，障害発生が国籍条項撤廃以前

であったために，障害福祉年金の受給対象

としなかった１０）。

�１９８２年１月１日時点，母子家庭，準母子家

庭であった場合，母子福祉年金，準母子福

祉年金の受給対象としなかった１１）。

　補足として，なぜ１９８２年１月１日に国民年金

法の国籍条項が撤廃されたのかという問題につ

いても言及しておきたい。

　国連総会が１９６６年に採択した国際人権規約

を，日本はその１３年後の１９７９年に批准した。国

際人権規約第２６条は「すべての者は，法律の前

に平等であり，いかなる差別もなしに法律によ

る平等の保護を受ける権利を有する。このため

法律は，あらゆる差別を禁止し，……国民的若

しくは社会的出身……等のいかなる理由による

差別に対しても平等かつ効果的な保護をすべて

の者に保障する」と規定しており，ここに「内

外人平等原則」が明示されている。しかし，国

民年金法をはじめとして日本の国内法は改正さ

れることはなかった。「内外人平等原則」に照

らした改善点としては，公営住宅関連の法律運

用に関する国籍条項の撤廃をあげることができ

る１２）。

　またもうひとつ，難民条約を批准するために

日本の国内法を整備しなければならないという

緊急の問題があった。ベトナム難民の問題が発

生した１９７５年以降，国際社会の課題であった各

国の難民受け入れに関わって，日本も難民条約

を批准する必要に迫られた。難民条約は第２４条

で外国人である難民にも自国民と同様の社会保

障を適用しなければならないという，いわゆる

「内国民待遇」の規定を備えている。国際人権

規約よりさらに厳格な条約といわれる難民条約

の批准に際して，その内容と矛盾する国内法が

ある場合，改正しなければならない１３）。１９８２年

１月１日，国民年金法の国籍条項が削除され，

１９８２年，日本は難民条約を批准するにいたっ

た。

　以上のような経緯からして，在日外国人の権

利を擁護するためというよりも，むしろ難民問

題に関する当時の国際世論の高まりと外交上の

必要に迫られた結果，国民年金法から国籍条項

が削除されたというべきであろう。

３．在日外国人と年金保険

　　―国籍条項撤廃以降―

　１９８６年４月１日，基礎年金制度を導入するた

めの国民年金法改正により，国籍条項撤廃以前

の期間について次のような経過措置がとられ

た。

�１９６１年４月１日から１９８２年１月１日（２０年

９カ月）までを２５年の資格期間の一部とし

て計算した。このいわゆる「カラ期間」救
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済は，被用者の妻等の年金権を確立するこ

とを主眼とした措置であったが，在日外国

人に対する救済措置としても援用された。

ただし，対象は，「国籍取得者」と「永住

権」を取得している者に限られた。

�６０～６５歳未満まで，国民年金への任意加入

を認めた。しかしこの場合，「カラ期間」

救済を認めなかったので，実効性はなかっ

た。

�年齢に応じて，２５年間とされている資格期

間を２１年から２４年の範囲で短縮した。ただ

し，１９２６年４月２日から１９３０年４月１日生

まれの者を対象とした。

　このような経過措置はとられたものの，この

時点で加入する在日外国人のうち，緊急の生活

保障を必要としている可能性の高い高齢層であ

ればあるほど，受給する可能性のある年金は，

きわめて低額なものであった１４）。加えて，１９８２

年１月１日時点で福祉年金の受給権を持つこと

ができなかった在日外国人について，福祉年金

の対象とする経過措置はとられなかった。現時

点での在日コリアン高齢者における「制度的無

年金者」の量的発生には，以上のような法律上

の経緯が絡んでいる。

　１９９７年の厚生省「国民生活基礎調査」による

と，公的年金または恩給を受給している世帯

は，６５歳以上の者のいる世帯で９６.５％におよ

び，「国民皆年金」はほぼ達成されているとい

えよう。この数字と，図表―２「在日コリアン

の公的年金の受給状況」を比較すれば，在日コ

リアン，とりわけ在日コリアン高齢者の無年金

問題の規模的な大きさと深刻さがうかがえる。

　また，国籍条項撤廃によって国民年金保険へ

の加入が可能となり，老齢年金の受給が可能に

なった年齢層においても，経過措置を受けたと

しても実質的な受給額が少なく，さしたるメリ

ットを認めなかった在日外国人は多い。さらに

後ほど詳述するが，在日外国人にとって，行政

等からの情報へアクセスすることが困難である

がゆえに，年金制度に組み入れられなかったと

いうケースもある。「年金なんて何も入ってい

ない。（８５年の国民年金法改正を）知らない。

誰がゆうてくれるんか？ （通知がきたのならわ

かるが）今初めて聞いた。」１５）という声は，決し

て特殊なものではないと思われる。

　このような状況を踏まえると，一世，そして

二世，三世と在日コリアンの高齢化が進む今後

の過程で，無年金者が継続的かつ大量に発生し

ていくことが予想される１６）。

４．外国人無年金者福祉給付金

　先にみたように，国民年金保険の保険料徴収

が始まる１９６１年４月に先立ち，１９５９年１１月から

全額国庫負担による無拠出制福祉年金の支給が

開始された。１９１１年１月１日以前に出生し，７０

歳以上になった日本国民が，老齢福祉年金の対

象であった。この老齢福祉年金の平成１６年度年

金額は一年間で４０７,１００円，月額にして３３,９２５円

であった。

　一方，在日外国人は，福祉年金の支給開始段
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１５.２％８５歳以上

１９.４％８０～８４歳

２０.０％７５～７９歳

２３.６％７０～７４歳

４３.４％６５～６９歳

２８.７％６５歳以上

大阪府『在日外国人高齢者保健福祉サービス利用

状況等調査』１９９７年より作成



階においては国籍条項によって除外され，また

国民年金法から国籍条項が撤廃されて以降も，

福祉年金の受給資格を認める経過措置を受ける

ことはなかった。この結果，多くの在日外国人

障害者および高齢者が無年金のまま法的支援を

得られない状況におかれている。

　現行の障害基礎年金および老齢福祉年金とも

に，「全額が税金でまかなわれる無拠出制度で

あり，外国人もその原資である税金を払ってい

ることから，受給権利が存在することは明白で

ある」１７）という主張に代表されるとおり，納税

義務を課される一方で，最低限の社会保障から

排除されてきた在日コリアンの無年金問題に対

する憤りは，ようやく社会的に表明され始め

た。２０００年以降，無年金の在日外国人障害者・

高齢者のための年金訴訟が各地で起こされてい

る１８）。また，国民年金法の抜本的是正と無年金

者の法的救済を求める活動も活発に継続されて

いる１９）。

　一方，無年金の在日外国人障害者および高齢

者に対して，「特別給付」，「福祉給付」等の名目

で支援金を支給する自治体が，１９９５年頃から急

増した。「年金制度の国籍条項を完全撤廃させ

る全国連絡会」（代表李相泰氏）がまとめた「全

国自治体外国籍無年金者福祉給付金（手当て）

一覧」によると，２００３年４月時点で特別給付金

制度を実施している地方自治体は７７７であった。

うち，高齢者に対する特別給付金制度を実施し

ている自治体は７６５，障害者に対する特別給付

金制度を実施している自治体は６６０であった。

　大阪市の特別給付金制度実施状況を支給月額

でみると，高齢者については１０,０００円（制度設

置１９６６年４月１日），障害者については４０,０００

円（制度設置１９９２年４月１日）２０）を支給してい

る。大阪市と西側で隣接する尼崎市の同制度の

実施状況は，高齢者については２５,０００円（制度

設置１９９５年１０月１日），障害者については

５６,０００円（制度設置１９９４年４月１日），神戸市は

高齢者については２５,０００円（制度設置１９９８年１

月１日），障害者については６１,０００円（制度設置

１９９１年４月１日）であった。このように相当の

ばらつきがみられる各自治体独自の制度が実施

されている一方で，国の具体的改善にむけた動

きはいまだみられないという現状である。

　在日コリアン，その中でとりわけ困窮してい

る人々がもっとも過酷に，過去から現在に至る

まで日本の社会保障制度から疎外され続けてい

るといわねばならない。 

Ⅱ．在日コミュニティの内と外

１．行政から疎外される在日コリアン

　「住民基本台帳法」（１９６７年）の第３９条「日本

国籍を有しないものには適用しない」という条

文によって，定住外国人を含めた在日外国人

は，行政サービスの基礎である住民登録から除

外されている。

在日外国人には外国人登録の手続きが課され

ているが，これは世帯別の住民登録とは異なっ

た性格を持っている。外国人登録法（１９５２年）

にもとづいて，個別の在日外国人の氏名，性

別，居住地等の基本情報に加えて，国籍，職業，

在留資格，在留期間，旅券番号等を登録すると

写真つきの外国人登録証明書が交付される。１６

歳以上の登録者には外国人登録証明書を常時携

行することが義務付けられている２１）。

　外国人登録のデータは，行政サービスの基礎

台帳としても使用されており，この点は住民登

録と同様である。しかし，外国人登録の本来の

目的は，外国人登録法第１条に規定されている
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とおり「在留外国人の公正な管理」であって，

行政サービスを受ける権利を保障するものでは

ない。

　「昭和２７（１９５２）年４月２８日のサンフランシ

スコ平和条約発効以後，在日コリアンが外国人

という位置づけになって以来，行政，特に地方

行政の分野では，コリアンは住民の福利厚生と

いう行政施策の対象から外され，治安対策的な

側面から扱われてきた」２２）という指摘は，以上

のような住民登録とは異なった外国人登録の性

質にも深く関連している。

　また，データの処理および公表についても，

住民登録との明らかな差異がある。「定住外国

人に関しては，市町村別の外国人登録者総数は

公表されてはいるものの，年齢別外国人登録数

は公表されていない。行政施策の前提である誰

が，どの程度，どこに暮らしているのかさえ定

住外国人に関しては，よく分かっていない」２３）。

在日コリアンをはじめとして，定住外国人は

「行政サービスの提供という視点からみると，

極めて『見えにくい』存在」なのである２４）。

　とはいえ近年，在日コリアンによる活発な働

きかけにより，行政からの情報提供は格段の改

善を見せているといえる。２００２年９月，大阪市

は生野区に在日コリアンのための高齢者総合相

談情報センター「相談分室」を置いた。この

「相談分室」には在日コリアン高齢者ケアの専

門家である在日コリアン二世の２名と日本人２

名からなる専任相談員が配置され，センター内

の相談業務だけでなく，相談員が自宅へ出向い

て相談に応じたり，情報提供を行うなどの業務

を行っている。また，このセンターの業務内容

については，ハングル版の案内が作成され，市

内各所で配備されている。

２．地域から疎外される在日コリアン

　在日コリアンの生活構造の特質として，持ち

家率が比較的高いという点が上げられる。庄屋

怜子，中山徹らが行った１９９３年の調査による

と，大阪市生野区における在日コリアンの持ち

家率は６３.０％であり，総務庁『住宅統計調査』

による１９９０年の日本全国の持ち家率６１.３４％に

比べても高い２５）。しかし「階段の上り下り」が

しにくかったり，「風呂がない」等，持ち家の居

住性が低い場合も少なくない。人口１,０００人比

率でみて，生野区は大阪市内で最も銭湯の多い

区域であるという地域分析を本論冒頭で紹介し

たが，暖かい人情の街ゆえに銭湯が多いのでは

なく，重要な顧客である在日コリアンの生活上

の必要から，この界隈で銭湯の廃業が少ないと

いうことである。

　また，自宅をヘップサンダル加工やプラスチ

ック加工等の工場として兼用している場合も多

いという点も，持ち家率の高さと関わってい

る。

　ところで，持ち家率が高いということと地域

社会への参加とはなんらかの関係があるだろう

か。この問題に関連して，在日コリアンに対す

る「入居差別」にも触れておきたい。

　「外国不可」，「昭和５２（１９７７）年９月頃から仲

介業者の店頭に『外人不』『外人あきません』と

か，『住民票要』との店頭ビラ，看板等が目立つ

ようになってきた」２６）という。このような差別

的表現を聞くと，戦前の「朝鮮人・琉球人お断

り」のエピソードを想起しそうになるが，これ

は高度経済成長期を経た後の日本社会で起こっ

た問題である２７）。

　「生野で住宅入居差別に対する運動が起こっ

たとき，それがたんに差別の問題ではなくて，

日本社会のもつ，地域社会の人々のもつ意識の
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奥底，これを乗り越えない限り，地域社会のな

かで主体的に生きていくことはできないという

ことです。……つまり朝鮮人を地域の同じ住民

とは思わないわけです。そういう経験をしてき

て，日本社会がわれわれを恵んで受け入れても

らうといった関係ではなくて，自分たちが主体

的に地域社会を変えていかなければという意識

が出てきたんです」２８）という主張をきくと，労

働力として在日コリアンを吸収しながら，人間

存在として在日コリアンをまっとうに処遇する

ことのなかった日本社会の縮図の一端を生野区

における入居差別に見出さずにはおれない。

　次に在日コリアンの地域社会におけるさまざ

まな活動についてはどうであろうか。

　「多数の日本人が中心の町内会や老人会など

の活動や，日本人の趣味を生かすサークルなど

が運営されている福祉センターの活動などに参

加することはほとんどありませんでした。……

在日コリアン高齢者の集住する地域でも，日本

人との付き合いは少なく同胞同士の生活に終始

してきたのです。」２９）として，在日コリアンと

日本人のふだんの地域交流を消極的に評価する

意見もある。しかし，一方では，地区の福祉セ

ンターや町内会活動と関わりの深い在日コリア

ンの事例も紹介されている３０）。

　筆者による聞き取りでは，地域で日本人と日

常的な交流を持っているという在日コリアンの

話を聞くことは多い。氏子ではないが盆踊り等

の行事を手伝い，子どもたちも参加していると

いう男性や，もちろん選挙権はないが後援会か

らの依頼で活動に携わっており，地域の日本人

の知人を演説会に動員するという女性，小学校

の PTA活動のリーダーを務める児童の母親等，

地域社会の信望を得て日本人と一緒に活動して

いる多数の在日コリアンがいる。しかし，その

ような活動をしながらも，実は気心の知れた日

本人以外には国籍を知られないまま活動してい

るのだという声も多々聞こえてくる。入居差別

に見られるようなあからさまな疎外では表面化

しない，地域社会の微細な関係性に入り組んだ

疎外が，この辺りに作用しているように思われ

る。

　在日コリアンが利用できる地域のインフラに

ついてはどうであろうか。

　在日コリアン高齢者の次のような声は，生活

者のリアリティをもって疎外感を率直に訴えて

いる。「私さみしいから行くとこあらへんねん。

二か月前にここ（引用者注：大阪市立生野区老

人福祉センター）の利用者カードを作って一度

来たけれど，うちの国の人，全然おらんやろ。

何をしたらええんかわからなくてすぐにでてし

もた」３１）

　大阪市生野区管内のある老人憩いの家では，

会食形式の食事サービスや生きがいづくりの教

室，喫茶サービス等を定期的に行っている。サ

ービスの利用者の中には，在日コリアンも含ま

れているが，特別に在日コリアンの嗜好を意識

した工夫は行っていないということであった。

そのような要望が出されたこともなく，日本人

の利用者が多いので現行のままで問題はないと

いうお話をスタッフの方にうかがった３２）。

　しかし，在日コリアンにとって喜ばしいイン

フラ整備も行われている。御幸森天神宮の向か

い側に，大阪市立生野屋内プールが２０００年２月

にオープンし，多数の地域住民でにぎわってい

る。受付窓口には，日本語とハングル表記の利

用料が掲示されており，６５歳以上の高齢者につ

いては通常料金の半額になっている。猪飼野に

集住した韓国・朝鮮人には済州島出身者が多

い３３）。済州島の女性にとって貴重な収入源であ
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った海女の仕事に従事していた在日コリアンの

ハルマンは少なくない。プールでは，往時の活

躍を彷彿とさせる見事な海女の身体技法を目に

することができる。

３．在日コミュニティの内側

　日本人を対象とした高齢者デイサービス等で

は，レクリエーションとして「東京音頭」で身

体を動かしたり，「ふるさと」等の唱歌を歌っ

たりすることが多い。つまり，サービス利用者

が昔から慣れ親しんだ歌を選ぶことが重要であ

り，どれほどの名曲であってもなじみのない楽

曲は敬遠されたり無視されたりする。食事につ

いても，いくら手の込んだ高級料理であって

も，口に合わない外国料理にはほとんど手が出

ない。やはり長年住み慣れた土地の食事を，方

言でのびのびおしゃべりをしながら食べて，歌

が好きなら歌を，手芸が好きなら手芸を楽しむ

以上のことはない。

　在日コリアンの高齢者についても同様のこと

がいえる。故郷である朝鮮の家庭料理とことば

があり，生活習慣を共有できる人々に囲まれて

こそ，生き生きと生活できる。また，在日コリ

アン高齢者に固有の，韓国・朝鮮と日本の文化

の混合についても充分な留意が必要である。朝

鮮本国での生活より日本で生きてきた年数のほ

うが数倍も長い場合がほとんどである在日コリ

アン一世の高齢者にとって，日本の文化は生活

の一部に組み込まれている。

　「『ここは畳がないんですね。』と言われ，考

えてみたら平均８３歳の『故郷の家』のお年寄り

は，２０歳前後に来日しているので，日本での生

活が韓国より３倍も長い。…一番食べたいもの

を聞くと，キムチ，プルコギ（焼肉），クッパ

（スープ）…ところが，４番目以下はうどんとか

塩焼きとか刺身とかなんです。」３４）といわれる

とおり，食生活のみならず入浴や趣味等，生活

のさまざまな局面において在日コリアン一世に

特化した配慮が必要とされる。「トラジ打令」

や「アリラン」が聞こえると表情をぱっと明る

くする在日コリアンの高齢者が，日本食や日本

の歌謡曲を好む場合も大いにありうるのであ

る。

　しかし，日本人の高齢者と在日コリアンの高

齢者がひとつの場を共有してケアサービスを利

用できるかどうかについては，留保すべき点が

多々あろう。若い頃に民族差別をする癖を持っ

てしまった日本人の高齢者を，更生させること

はほぼ不可能であるし，かつて民族差別の辛酸

をなめた在日コリアンの高齢者に記憶を消去し

てもらうこともまた不可能である。高齢者福祉

において共生はむずかしいという現場の声も聞

こえる３５）。この点，「東アジア的な価値観に基

づく高齢者福祉を，日韓，日中，日台，その他

の地域でつくりあげていきたい」３６）という特別

養護老人ホーム園田苑の試みは画期的であり，

今後の成果が期待される。

　もう一点，在日コリアンの高齢者，とりわけ

一世に関する生活問題に関わる特徴として，読

み書き能力の問題を指摘しておかねばならな

い。これは，支援者が在日コリアン等であり，

ことばを共有できる場合でも，細心の配慮を必

要としている点である。

　識字の状況について，日本語の文章が読める

在日コリアンの高齢者は「約４割弱」という推

計もあるが３７），「多いなあって，そんなに読め

るんかなあって」という在日コリアンの福祉専

門職からの声も聞こえる。「実感として１０人に

１人」，しかも重要な点であるが，「在日コリア

ン高齢者（利用者）が韓国・朝鮮語を読めると
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いう誤解」が多いが，現実には，「日本語と韓

国・朝鮮語への識字能力は高くない」のであ

る３８）。

　この，とりわけ女性に多くみられる識字率の

低さは，２０世紀前半の朝鮮社会における一般的

な教育水準にも関わるであろうし，また儒教社

会のジェンターにも関わっていると思われる。

というのも，在日コリアン一世の世代では，

「女が勉強すると狐になる（＝知恵がつくと厄

介である）」，「女は，食器の数を数えられない

くらいでちょうど良い」と力説される場合も少

なくないのである。このような事情に重ねて，

韓国・朝鮮から日本への移動，その後の激烈な

労働，日々の暮らしがあったのであるから，ハ

ングル，日本語ともに読めなくても不思議では

ない。日本の生活で日本語の文字が読めないと

いうことで，在日コリアンの高齢者がどれほど

の不便を被り，また自尊心を痛めてきたかにつ

いては想像するに難くない。値札を読む，署名

する，駅名を読む等，日常生活のあちこちで，

困惑しながら数十年生きてきた人々である。各

種調査で，調査員に識字状況を聞かれれば，

「読めない」と答えたくない場合もあるだろ

う３９）。

　このような識字率の低さは，行政情報へのア

クセスに大きな障壁となっている。場合によっ

ては，ハングル版の「相談に応じます」という

広報が，当初第一の対象としたはずの高齢者に

届かないのである。行政情報を，識字できない

高齢者に届けるためには，信頼関係のある家族

や介護スタッフによるわかりやすい説明を徹底

する以外にない。またそのような説明には，在

日コリアン高齢者の日常のことばに寄り添った

韓国・朝鮮語と日本語のミックスは極めて有効

であるし，それをビデオで伝えることも可能で

あろう４０）。

　在日コリアンの介助者が，在日コリアン高齢

者が病院や施設で経験するコミュニケーション

の困難に，ふとした折に気づく場合も多い。

「一世の母親を病院に連れていってレントゲン

を撮ったんですが『深呼吸』という言葉が母親

には分からなかったんです。『あおむけ』も分

かりにくい。ふだんは丁寧な日本語をしゃべる

のに，日常で使わない言葉が出てくると理解で

きないということが分かりました。」，「自分の

親（一世）は字が書けないから，病院に行くの

をいやがっていると思ったんですが，李さんの

レントゲンの話を聞いて，医者や看護婦の言葉

がわからないから躊躇していることに気がつき

ました。どういう意味ですか，と聞けないんで

すね。だからわかったふりをしてごまかしてし

まう。」４１），これらは実際に介護に携わる在日コ

リアン女性の声である。

　さらにもう一点，ことばに関する留意点とし

て「母語返り」があげられる。「１３才で日本に

来て，６３年になります。終戦で子どもたちは帰

国し，現在まで一人で仕事をしてきました。今

は老齢で仕事もできず，生活保護です。言葉も

日本語は下手になりました。同胞の仲の良い人

たちと暮らしたい」４２）という７５才女性は，自分

の日本語が加齢とともに「下手」になったと気

づいている。在日コリアン一世の多くは，母国

朝鮮よりも，数倍以上数十年の長きにわたって

日本で生活してきた中で使うようになった日本

語を，老いとともに忘れる。ふだんの会話に韓

国・朝鮮語が混じる割合が増えていき，次第に

自分がどちらのことばで話しているのかも判別

しないようになる過程は，認知症を患っていく

在日コリアン高齢者では特徴的にみられる。認

知症ではない場合でも，在日コリアンの家庭
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で，老年のアボジ・オモニに「朝鮮語になって

いるよ」と注釈を入れる場面は多いという。

　家庭の中では，充分理解して対応できること

が，在日コリアンの利用者に対する理解が乏し

い病院や施設ではなおざりにされてきた。在日

コリアン高齢者の水をくれということばを理解

できずに，日本人スタッフが「なんかぶつぶつ

おっしゃって」とただ困惑したという悲劇は，

在日コリアン高齢者の以上のような事情を理解

しないままで患者や利用者として受け入れてき

た医療，福祉関係施設で，おそらくその多くは

知られることもないままに起こってきたのであ

る４３）。

Ⅲ．大阪市生野区における新しい福祉ネットワ

ーク

１．NPO等の取り組み

　在日コリアン高齢者に対して，ふつうの生活

を可能にする制度的な社会保障もなく，当面頼

りにできる医療，福祉関係の施設もないこと

に，多くの在日コリアン二世，三世が危機感を

募らせてきた。苦労ばかりが長かったハルモ

ニ，ハラボシに，少しでも安寧な日々の暮らし

を願う気持ちと，一刻も早く制度的な生活保障

と適切なサービス提供の環境を整えなければな

らないという切迫感から，新しい市民活動が始

まった。

　１９９８年，ボランティアによる在日コリアン高

齢者つどいの家「サンポラム」が八尾に開設さ

れ，「月～金　まいにち　午前１０じ～午後３じ

頃，お昼ごはん　１回　３００円　シャワー風呂

も利用できます」という草の根的な活動が始め

られた。サンポラムとは，「生きがい」を意味す

る。サンポラムでは，在日コリアン高齢者の口

に合う食事に充分な配慮がなされ，チャングの

リズムと歌がレクリエーションの中心となった。

　その後，２０００年４月から施行された介護保険

を一部利用する仕組みを整えながら，２００３年に

は NPO法人在日コリアン高齢者支援センター

サンボラムとして大阪府からの認証を受けた。

２００４年９月現在，通所介護サービス事業所「生

野サンボラム」「小路サンボラム」「平野サンボ

ラム」の３ヶ所のほか，訪問介護サービス事業

所「訪問介護センターサンボラム」，居宅介護

支援サービス事業所「ケアプランセンターサン

ボラム」を運営している。「元気で，比較的自

立できている高齢者を対象とした」ボランティ

アから出発した活動は，その後，要介護に移行

していく在日コリアン高齢者を支援すべく介護

保険併用のサービス提供主体へと展開された。

　また，２０００年に認証された NPO法人在日コ

リアン高齢者福祉をすすめる会大阪によって，

我が家という意味の「うりちぷ」在日高齢者向

け食事サービスが開始され，その後２００２年に，

在日外国人高齢者のための支援センター「ぱ

だ」が開館した。無料で受けられる在日外国人

なんでも相談など，在日コリアン高齢者のニー

ズにあったサービスを展開している。２００３年に

は「ぱだ２号館」を韓国人会館１階に開設し，

リフト付きの入浴施設を設けた。海という意味

の「ぱだ」は，「在日の高齢者の生活を支える拠

点」であるとともに，「本当の共生社会作り」を

目指して活発な支援活動を展開している。身体

障害者の社会参加を支援する場「ぽらん」，識

字教育を行う「ふれあいうりちぷ」等，多様な

市民を対象とした画期的な試みがなされてい

る４４）。

　２００４年７月７日，聖公会生野センターは，比

較的自立度の高い在日コリアン高齢者を対象と
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した，街角デイサービス「ノリバン」を開所し

た。民家を改装した家庭的な居場所を提供する

試みである４５）。

　法律上，行政上，基本的な権利を認められな

いままに高齢期を迎えた在日コリアンを支援す

るための取り組みは，若い世代の在日コリアン

によって自力で始められた。さまざまな組織

が，介護保険を利用できることをてこにして，

生活支援を必要とする在日コリアンに，より広

く大きく手を差し伸べようとしている。これら

の福祉実践が，国民年金保険を含む公的な年金

保険制度の権利確立に向けた運動と結びつきな

がら日々刻々続けられている。

２．ハルモニたちは踊る

　　―ある日の「生野サンボラム」―

　「生野サンボラム」では，月例で誕生日パー

ティが開催されている。朝鮮料理の食事とおや

つが提供され，在日コリアンによるボランティ

アグループ「アリランの会」が，チャングとプ

クで民族のリズムである四分の三拍子を叩きだ

す。「アリランの会」のメンバー尹玉順さんは，

幼少の頃から歌と楽器の修行を積んできたプロ

でもあるのだが，「喜んでもらえるのがうれし

い」ので，全国各地でボランティアとして活躍

している。マイクは参加者のあいだで回ってい

き，朝鮮の民謡を中心とした歌が続く。オッケ

チュム４６）で躍り出ては，また引いていく人が

次々と絶えない。これら一連の所作と順番があ

る種の気配によって，絶妙に流れていく４７）。そ

こは「『ねえさん』たちの園」であった。

　なぜ「『ねえさん』たちの園」なのか。ここに

は，「ねえさん」たちの故郷である韓国・朝鮮

における儒教的秩序とそれに合致した日々の生

活様式が深く関わっていると思われる。ソウル

のタプコル公園に行くと，たくさんのハラボジ

がベンチに座って将棋や碁に興じていたり，日

本人観光客を見つけては話しかけたり，思い思

いに日中の時間を過ごしているが，そこにハル

モニはいない。大阪市生野区，猪飼野界隈でも

これと同様に，公園などで同士と過ごすハラボ

シと「生野サンボラム」で踊るハルモニは，画

然と居分けているようにみえる４８）。

　ところで，韓国・朝鮮で，親しい年上の女性

に対して年下の女性は「オンニ（＝ねえさん）」

と呼ぶが，在日コリアンは友人関係や商売など

の場で女性どうしかなり広く「ねえさん」と呼

び合う４９）。９０歳代，８０歳代とその他若手からな

る「生野サンボラム」の集いでも，「ねえさん歌

って」，「ねえさんこれ食べた」，「ねえさんここ

座って」と情のこもった「ねえさん」の呼応が

続く。

　順番にマイクを取っていくねえさんたちは，

覚えている歌詞をもとに，その時々にアドリブ

を加える朝鮮民謡の方法で，身体全部で力強く

歌う。歌詞カードはない。その記憶力は驚異的

である。みな一様に芸達者なねえさんの中で

も，とりわけ声の良いねえさんが，「恨五百

年」５０）を歌い始めた。太鼓と歌のテンポが上が

ると，ほとんど足が萎えてしまった９０代の大ね

えさんが，立って踊り始めた。座の一同は，

「足あんなに腫れて痛いいうてるのに」と大笑

いし，数人が大ねえさんを支えに回る。ほどな

くくたびれて座り込んでもなお大ねえさんが踊

り続けるのをみて，みな大笑いしながらも，涙

が出てくるのを止められない。

　「恨五百年」を歌ったねえさんは，昔から働

きすぎたせいで曲がった指を見せてくれた５１）。

いまは，曲がった指にきれいな指輪をつけてい

る。交代を挟みながらとはいえ，二時間半ほと
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んど立ったままで歌い通した後，「好きなこと

できる時間が，やっとできた」とねえさんは元

気に笑った。

３．今後の課題

　　―『点』の活動を『線』から『面』へ―

　本論の後半部では，大阪市生野区に焦点を当

てて，福祉ネットワークの具体的実践と展開に

ついて紹介してきた。紙幅の関係上，医療法人

と社会福祉法人を母体として展開されている生

活支援活動，各団体による在日コリアンのヘル

パー養成事業等，触れられなかった点は多い。

加えて，大阪市生野区以外の先進事例も割愛せ

ざるを得なかった。また，ここまで考察してき

た在日コリアン高齢者の生活支援の問題は，異

文化の中で育った多様な人々を，ひとつの地域

の中でどのように支援するかというより大きな

課題に結びついていく。たとえば，関西では阪

神間を中心として沖縄・奄美出身者が移住して

きた後，定住するケースが多いが，ここでも在

日コリアンと同様に「一世」の高齢化の進展に

ともなって生活支援上の固有のニーズが生じて

いることが予測される。在日コリアンの生活支

援にかかわる調査・研究は，異文化を背景とす

る人々の福祉向上の基礎研究として大きな意義

を有している。以上を今後の課題として書き留

めるとともに，おのおのの地域に根を張りつ

つ，地域を越えた連帯を目指す福祉ネットワー

クの新しい胎動を紹介することで，本論の結び

にかえたい。

　２００２年１２月，「在日コリアン高齢者介護の現

状と課題」というテーマでシンポジウムが開催

され，東京，京都，兵庫，大阪の福祉現場から

報告が行われた。これは，従来，「個々の事業

体が手探りで組み立ててきた，いわば点の存在

であった在日コリアン高齢者福祉が交流するこ

とで線の存在になった」５２）シンポジウムであっ

た。

　これをさらに，「面の存在」に展開する出発

点として，２００４年６月２６日「在日コリアン高齢

者生活支援ネットワークハナ」が福祉関係者，

外国人支援団体，研究者等５０余りの団体・個人

をメンバーとして設立総会をおこなった。「在

日コリアン高齢者生活支援ネットワークハナ」

は，在日コリアン高齢者に対する社会保障の整

備を訴えるとともに，国籍を超えた参加を呼び

かけている。

　「在日コリアン高齢者の為の事業経験や知識，

情報などを共有することで，生活支援の質の向

上に大きな役割を果たすことができます。

　また，このネットワークは在日コリアン高齢

者の生活支援において根本的な問題として存在

する，『無年金問題』の改善に取り組む上で，大

きな力になることを確信しています。

　戦前，戦後を通じて苦労の連続であった在日

コリアン高齢者に，実り豊かで生き甲斐のある

余生を送っていただきたいという思いに国籍の

違いは存在しません。

　在日コリアン高齢者への生活支援体制の一層

の拡大，発展を願う皆様に，本ネットワークへ

の参加をここに呼びかけます。」５３）

　このように，呼びかけ文は結ばれている。
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制連行されたのち，定住することになった朝鮮

出身者とその子孫であると定義する。和田春樹

立命館産業社会論集（第４１巻第１号）166



「在日韓国・朝鮮人」見田宗介，栗原彬，田中義

久編『社会学辞典』弘文堂，１９８８年，p.３３１，姜在

彦『日本による朝鮮支配の４０年』朝日文庫，１９９２

年，pp.２２４-２４５ また，以下の本文においては原

則として，引用文献・資料または活動団体・組

織等が用いている国名と民族呼称を尊重し，そ

のまま使用させていただく。

３）　庄谷怜子，中山徹『高齢在日韓国・朝鮮人』お

茶の水書房，１９９７年，p.１４８

４）　在日コリアン高齢者生活支援ネットワークハ

ナ事務局『在日コリアン高齢者生活支援ネット

ワークハナ 設立総会報告書』２００４年，p.４.

５）　福祉年金のうちわけは，老齢福祉年金，障害

福祉年金，母子福祉年金，準母子福祉年金であ

る。なお，１９８５年の国民年金法改正を受けて，

１９８６年４月，障害福祉年金，母子福祉年金，準母

子福祉年金は，障害基礎年金と遺族基礎年金に

切り替えられ，廃止された。

６）　しかし国民年金法によって達成されたという

１９６１年の「国民皆年金」が限定的であったとい

うことは，女性の年金権の未確立，学生の任意

加入等の問題をみても明らかである。

７）　中山徹「地域福祉が強調されているいま，在

日コリアン高齢者の地域生活を考える～２００３年

大阪市生野区在住の在日コリアン高齢者生活実

態調査を通して～」２００４年度第２回多民族共生

人権啓発セミナー（於：大阪人権センター）主

催：NPO 法人多民族共生人権教育センター，

２００４年９月２日，配布資料 p.５

８）　また当時，朝鮮出身者は「臨時工」や「下請

け」としての就労が多く，厚生年金に加入して

いた場合でも，ほとんどのケースで加入期間が

短く，受給できる年金はきわめて少額である。

庄谷怜子，中山徹，p.２１３

９）　金井塚康弘「国籍による制度的差別―在日

コリアンと年金差別」空野佳弘，高賛侑編『在日

朝鮮人の生活と人権』明石書店，１９９５年，pp.７１-

８１，庄谷怜子，中山徹，p.２８８

１０）　１９８２年１月１日時点，２０歳未満ですでに障害

者であるか，それ以降障害者になった場合につ

いては障害年金を受給することができた。

１１）　１９８２年１月１日以降，主たる働き手が死亡し

た場合は，母子年金，準母子年金の対象となっ

た。

１２）　それまで，たとえば公営住宅法第１条「国民

生活の安定と福祉の増進」のいう「国民」には在

日外国人は含まれないという根拠から，在日外

国人は公営住宅に入居できなかった。

１３）　田中宏『在日外国人―法の壁，心の溝―』

岩波新書，１９９５年，p.１６０

１４）　庄谷怜子，中山徹，pp.２８６-２８７

１５）　社団法人大阪国際理解教育研究センター，在

日コリアン高齢者福祉研究会編『社会福祉事業

従事者向け人権研修手引き 在日コリアン高齢者

理解のために』２００１年

１６）　中山徹，配布資料 p.５

１７）　社団法人大阪国際理解教育研究センター

（KMJ）『在日コリアン人権白書２００３年度版 vol.１』

２００４年，p.２１

１８）　２０００年３月京都，在日コリアン障害者７名に

よる障害基礎年金請求訴訟（２００３年８月２６日京

都地方裁判所一審判決で棄却，原告は控訴），

２００３年１１月大阪，在日コリアン高齢者による無

年金問題訴訟，２００４年１２月京都，在日コリアン

高齢者による無年金問題訴訟など。関連事項と

して，日本人の「学生無年金障害者」３人が国を

相手に年金支給を求めた訴訟にも注目しておき

たい。一審東京地方裁判所は「無年金学生に国

が立法措置をしないで放置したのは，法の下の

平等を定めた憲法１４条に違反する」として原告

の訴えを認めた。新潟地方裁判所，広島地方裁

判所においても同種の訴訟が起こされており，

いずれも原告の訴えが認められた。しかし，国

側は控訴し，２００５年３月２５日，東京高等裁判所

は国の賠償責任を認めないとする判決を下して

いる。（朝日新聞，２００５年３月２６日付）

１９）　たとえば，「年金制度の国籍条項を完全撤廃さ

せる全国連絡会」は２００１年１１月５日，厚生労働

省に申し入れを行った。（民団新聞，２００１年１１月

７日付）

２０）　２００３年度の障害基礎年金支給額はそれぞれ年

額で，１級障害９９６,３００円，２級障害で７９７,０００円

であった。２０歳以前に障害状態になった場合は，

２０歳になった翌月から年金が支給される。６５歳
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を超えると老齢基礎年金の受給資格も発生する

が，どちらか一方を選択し受給することになっ

ている。 

２１）　田中宏，pp.２８-３０，李鳳宇，四方田犬彦『パッ

チギ！対談篇　喧嘩，映画，家族，そして韓国』

朝日選書，２００５年，pp.１８８-１８９

２２）　山本冬彦「調査から読みとれる行政的課題」

大阪市『在日韓国・朝鮮人に対する生活意識調

査報告書』１９９８年，p.８３

２３）　庄谷怜子，中山徹，p.１４７

２４）　庄谷怜子，中山徹，p.３７

２５）　庄谷怜子，中山徹，pp.２５６-２５７

２６）　八尾勝「居住問題」大阪市『在日韓国・朝鮮人

に対する生活意識調査報告書』１９９８年，p.４６

２７）　２００３年には，在日コリアン三世が受けた入居

差別事件で訴訟が起こされている。在日コリア

ンに対する入居差別の詳細については，「特集 

入居差別を許すな」社団法人大阪国際理解教育

研究センター（KMJ）『Sai』Vol.５２，２００５年，

pp.４-２３

２８）　「座談会・『在日』五〇年を語る　３　一九七

〇年から 金徳煥・ 重度・文京洙」における金

徳煥氏の発言。金進煕編『「在日」はいま，在日

韓国・朝鮮人の戦後五〇年』青丘文化社，１９９６

年，p.２１３

２９）　社団法人大阪国際理解教育研究センター『在

日コリアン高齢者理解のために』２００１年，p.１４.

３０）　文貞実「『在日』コミュニティの可能性―東

京・荒川区の済州島・高内里出身者の居住史

―」（奥田道大，広田康生，田嶋淳子『外国人

居住者と日本の地域社会』明石書店，１９９４年）

３１）　「ルポ 日本初！　在日コリアン高齢者の１日

デイサービス」 社団法人大阪国際理解教育研究

センター（KMJ）『Sai』Vol.２９，１９９８年，p.１６

３２）　２００４年８月５日，大阪市生野区 A会館老人憩

いの家にて聞き取り。

３３）　済州島から猪飼野への移動の詳細と，背景に

ついては，金賛汀『異邦人は君が代丸に乗って

―朝鮮人街猪飼野の形成史―』岩波新書，

１９８５年，杉原達『越境する民―近代大阪の朝

鮮人史研究―』新幹社，１９９８年等を参照。

３４）　在日コリアン高齢者のための特別養護老人ホ

ーム「故郷の家」（１９８８年開設）を運営する社会

福祉法人こころの家理事長尹基氏の発言，庄谷

怜子，中山徹，p.３５６

３５）　社団法人大阪国際理解教育研究センター

（KMJ）『Sai』Vol.２９，１９９８年，p.１７

３６）　特別養護老人ホーム園田苑理事長中村大蔵氏

メッセージ，在日コリアン高齢者生活支援ネッ

トワークハナ事務局，p.３６，特別養護老人ホーム

園田苑ケースワーカー柳照明氏による発表，シ

ンポジウム報告「在日コリアン高齢者介護の現

状と課題」社団法人大阪国際理解教育研究セン

ター（KMJ）『Sai』Vol.４６，２００３年，pp.１３-１４

３７）　中山徹，配布資料，p.３

３８）　河東吉氏「実践報告 在日高齢者に対する介護

保険制度の周知・広報について」在日コリアン

高齢者生活支援ネットワークハナ 第１回シンポ

ジウム介護保険と在日コリアン―その問題点

と提言―（於：KCC 会館），２００４年１１月１３日，

配布資料，p.２

３９）　「自尊心チャジョンシム」ということばは，韓

国・朝鮮の文化と心情を読み解くキーワードの

ひとつである。なお，在日コリアンの識字問題

については，１９７７年以来四半世紀以上の活動が

続く「生野オモニハッキョ」や１９９７年４月に夜

間学級を開設した大阪市東生野中学校の取り組

みがある。

４０）　河東吉氏，配布資料，p.２

４１）　「福祉現場から見た在日コリアン高齢者福祉の

現状とこれから」 社団法人大阪国際理解教育研

究センター（KMJ）『Sai』Vol.２９，１９９８年，p.７

４２）　庄谷怜子，中山徹，p.３９５

４３）　辛淑玉「ハンメ（おばあちゃん）」（『 智鉉写

真集猪飼野―追憶の１９６０年代―』新幹社，

２００３年）pp.８４-８９

４４）　民団新聞，２００３年１０月２９日付，民団新聞，２００４

年９月１７日付

４５）　民団新聞，２００４年７月１４日付

４６）　「音が鳴り律動が揺れると，興に乗って自然に

腕が上がって振られてしまい，体がゆるりゆる

りと上下に動き始める」のがオッケチュムであ

る。小倉紀藏『韓国語はじめの一歩』ちくま新

書，２０００年，p.９２
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４７）　韓国は，「気むずかしく，頑固できちょうめん

で厳格な」〈理の世界〉と「鷹揚で心が広く，い

い加減でルーズで人情深い」〈気の世界〉からな

ると論ずる小倉紀藏によると，〈気の舞台〉で

「人々は共に感じ，共に食い，共に 有 ち，共に用
も

い，同じく楽しみ，同じく遊び，情を同じくす

る」。〈気の舞台〉は，「巨大なる感情の解放区」

である。小倉紀藏『韓国は一個の哲学である

―〈理〉と〈気〉の社会システム―』講談社

現代新書，１９９８年，pp.５０-５９

４８）　「（引用者注：神戸で週一回行われている在日

コリアン高齢者を対象とした生活支援活動で）

参加者は全員女性で，一時期ハラボジが一人紛

れ込んだ事がありますけれども，在日のハルモ

ニたちは全然共生をしないですね，あのハラボ

ジがいるなら私達は来ないという強制手段に訴

えられました」（金宣吉氏「ハナの会参加者の抱

える課題」在日コリアン高齢者生活支援ネット

ワークハナ事務局，２００４年，pp.１６-２０），あるい

は「利用者は，圧倒的にハルモニ達が多いのが

現状で，どのようにすればハラボジ達が来ても

らえるかを考え抜いた結果，火曜日をハラボジ

の日にしています。ハラボジ達が来やすいよう

にして，そこにハルモニ達も一緒に利用して双

方に喜んでもらえるように思っています。」（申

美貴氏「デイサービスセンター憩いのマダンの

あゆみ」在日コリアン高齢者生活支援ネットワ

ークハナ事務局，pp.２５-２９」）等，この問題につ

いて現場の悩みは深い。

４９）　友人や親戚関係ならば，「（子どもの名前）の

お母さん」という呼び方も多い。

５０）　「恨の多いこの世の中 つれないあなたよ 情を

残して 体だけ行って 涙が出るよ」と歌う江原道

民謡。安準模著，前田真彦訳『韓国 歌の旅』白

帝社，２００３年，p.１０５，李圭泰，尹淑姫，岡田聡訳

『韓国人の情緒構造』新潮選書，１９９５年，pp.６９-７０

５１）　苛烈な労働で苦労を積んだハルモニが，曲が

った指や，昔の傷を見せてくれることが不思議

なくらいに多いということを，介護に携わるス

タッフからも良く聞くことができる。身体が変

形してしまうほどの労働に，それだけ多くの在

日コリアン女性が携わったということであろう。

５２）　社会福祉・医療事業団〈高齢者・障害者福祉〉

助成基金 在日コリアン高齢者福祉研究会，社団

法人大阪国際理解教育研究センター編『在日コ

リアン高齢者福祉の充実方策研究・研修事業報

告』２００３年３月，p.１

５３）　在日コリアン高齢者生活支援ネットワークハ

ナ事務局，p.４.
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Abstract: This paper aims to point out some institutional backgrounds and present conditions of 

life problems for the Korean elderly in Japan and to survey the welfare network based on their 

community and ethnicity. 

　Koreans in Japan played important roles in the development of the Japanese economy as a labor 

force before and after World War II. But they were ineligible for the pension for the elderly or for 

disability in particular. 

　First, I will classify institutional backgrounds affecting the Korean elderly in Japan without 

pension, and examine the location of these problems. I will also discuss how Koreans in Japan 

have related as social participants to the administration and with neighbors.

　Second, after surveying particular habits and life problems of the Korean elderly in Japan 

through talks with caring staff or family members about their experiences in caring for the 

Korean elderly, I will suggest some points for consideration when supporting them. On the basis 

of the above understanding, it can be pointed out that medical institutions or welfare institutions 

in Japan have made light of treatment for the Korean elderly in Japan. From the 1990s, the 

younger Koreans in Japan, e.g. Ni-sei or San-sei, have promoted welfare movements intended for 

the Korean elderly in Japan to improve poor social security and support, because there were some 

backgrounds to start their welfare movements immediately. The Korean elderly in Japan will be 

able to live actively and securely under these social conditions.

　I will cite some instances of their movements and networking, focusing Osaka-shi Ikuno-ku, in 

which a quarter of the residents are Korean.

　

Keywords: the Korean elderly in Japan, problems of Koreans in Japan without pension for the 

elderly or for disability, welfare network, community of Koreans in Japan

Formation of Welfare Network in Osaka-shi Ikuno-ku: Focusing on Social
Security and Support for the Korean Elderly in Japan

KAISHO Yumiko ＊

＊ Assistant Professor, Setouchi Junior College
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